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18人口 ョン

(1)まち・ひと。しごと創生

わが国の総人口は、平成 17年以降は増減を繰り返して

いたものの、平成 23年以降においては大きく減少が続き、

経済成長に大きなマイナスの影響となる課題に直面して

います。

沖縄県においては、現在人口増加傾向ではあるものの、

各種取り組みが進まないと2025年をピークに人口減少と

なると推計されています。

そのような状況の中、わが国は、平成 26年 11月 21日

に地方創生関連 2法案 (「まち・ひとtごと創生法」および

「地域再生法の一部を改正する法律J)を成立させました。

この法案では以下に示す 3つの視点が根本にあります。
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(4)今帰仁村の既存計画
今帰仁村では、
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① 苔い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現

② 『東京―極集中』の歯止め

③ 地域の特性に即した地域課題の解決

(2)人ロビジョンと総合戦略
国をはじめ、全ての都道府県及び市町村は、平成 27年度中に「人ロビジョン」「総合戦略Jの策定に努めること

となつています。

(3)総合戦略の策定

①基本的な考え方
1)人 口減少と地域経済縮小の克服
2)まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立

『しごとJが「ひと」を呼び、「ひとJが「しごとJを呼び込む好循環を確立

するとともに、その好循環を支える「まちJに活力を取り戻す。
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②基本方針

1)政策5原則

従来の施策(縦割り、全国―律、バラマキ、表面的、短期的)の検
証を踏まえ、政策5原則(自 立、将来性、地域性、直接性、結果重

視)に基づき施策展開する。

2)国と地方の取組体制とPDCAの整備

国と地方公共団体とも1こ、5か年の戦略を策定。実行する体制を整え、アウトカム指標を原則とした KPlで検

証改善する仕組みを確立する。

(5)戦略の取組期間
戦略の期間は、今帰仁村の人回の現状と将来の姿に基づき人口減少を克服し、将来にわたつて活力ある地域
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①今帰仁村第四次総合計画
(1)自然環境との共存

～やんばる型土地利用の原則を守る～奨矮豊宅母奢鍔毛脚なすゆがふむら'今帰仁～
全ての人が健康で安心して暮らせる生活環境の整

備を推進し、子育てしやすい環境づくりや雇用の場の創

出により、むらの活力を引き出す。伝統文化の継承や

生涯学習の機会を創出することにより、人々の交流の

活発化を目指す。また、基幹産業である農業の充実を

図りつつ、商工業や観光業など他産業との連携を強化

(2)農業を中心とした産業振興
～積み上げ方式の産業振興～

(3)むらづくりを支える地域コミ
～誰もが安心・安全に暮ら

ュニティの強化
せる環境づくり～

②第二次今帰仁村観光リゾート振興計画

1.歴史とロマン各る今帰仁

2,自 然の摂理を学ぷ今帰仁

3.老いも若きも盟動する今帰仁

③今帰仁村子ども。子育て支援事業計画

1.地域1こお:する子育て支援の推進

2.母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進

3.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

4.子育てを支援する生活環境の整備及び子ども等の安全
の確保

5。専門的な支援を要する子どもや家庭への支援

6.子育て支援推進プロジェクト

■3つのむらづくりの基本姿勢
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■基本目標

し経済的自立と産業の振興を図る。

■基本理念

自然と歴史とロマンに満ち躍動するむら
ゆたかな自然と地球に包まれて 子どもが健やかに

育まれる今帰仁村
～未来に向かつてみんなが繋がる安心な子育てを

目指して～

■ 基本目標

まち・ひと。しごと飼生 :以下を一体的に推遣すること
。まち…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊か

な生活を安心して営める地域社会の形成

・ひと…地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保

・しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の劇出

長期ビジョン:2060年に 1仁人程度の人口を確保する中長期限盟

総 合 戦 略 :2015～ 2019年度(5か年)の政策目標・施策

地方人ロビジョン: 公共団体の人口 ロ
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2B人ロビジョンのと本的な考え方(案)

人ロビジョンは、10,000人規模で安定したむらの未来を目指します
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―← 鸞合計閣人ロフレーム(口 憾年度(2021(H33))
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バターシ B:全国の帯動車が今後一雇盤度構小すると仮定した4合
ハターン2:全国の権移動歌が.平えt22年から平成 274〕ク)強針慎と慨ra同本争・Cそ Pi以降 1)推移するとほ定した4合
シミュレーシ

"ン
B:合 ,「特殊!‖生準が入IBほ換水い く人r]を 長期的に一たに,単 てる水準の 2.l)ま で上昇した4合

シミュレーシ
"ン

2:合
=1衛

殊出生4:が 入倒置換ホ奪 (入 aを長用的に一定に保てる水筆の 2.l〉 ま・c上昇し、″,つ人口●動が均悔した (停動かt'0と なった)

AB合

バターン3:バ ターン 】に加ヂ、合,t持確出生準か段悌的に:土 ド
"縄

琳の口指す 25を建載し、かつ、5年開(76八 ′5ぅに入帝かいると仮定した4合

※パターン3(独 自雑計)の条件 :

1)特殊出生率の増加
。2025年まで現状の 1.97、 2035年まで人日置換水準の 2.1、 以降沖縄県の日標値 2.5の連成を目指す。

2)人 日の社会増
・0～4歳→5～9歳 子育て支援の充実
・ 10～ 14歳→15～ 19歳 高校への通学の支援
e15～ 19歳→20～ 24歳 高校大学卒業後の就職 (働 く場の創生)

・ 20～24歳→25～29歳 再就職 (働 く場の創生)

・ 25～29歳→30～ 34歳 起来 (起業支援 )

・ 55～59歳→60～64歳 定年後の移住促巡
・64～69段→70～74脱 高齢者福祉の充実

比記のような戦略を立てた上で、5年間で 75人ずつ純用すると仮定している。
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